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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

真核生物が生存していく上でGタンパク質共役受容体（GPCR）は細胞外シグナルを認識して、そのシグナルを細胞

内へ伝える重要な役割を担っている。ヒトゲノムには1000近いGPCRメンバーが存在するが、そのうちリガンド不明

のオーファン受容体が200以上残っている。オーファン受容体の中にはAdhesion GPCRと呼ばれるサブファミリーが

見出されており、本年度の研究ではそのAdhesion GPCRの中でも大脳皮質形成および癌細胞の悪性度との関係が示唆

されているGPR56と、神経伝達物質放出作用を示すクモ毒latrotoxinの受容体として見出されたlatrophilinのリガン

ド探索と構造と機能の解明を目指した。ヒトおよびマウスのGPR56の細胞外ドメインをバキュロウイルスSf9細胞発

現系を用いて調製し、それを抗原としてウサギおよびラットに免疫し抗体の作成を行った。その結果、マウスGPR56
を高感度で特異的に認識するポリクローナル抗体および種々のモノクローナル抗体が得られた。現在、それらの抗体

を用いた解析を進めている。また、ヒトGPR56に対するモノクローナル抗体17CCを作成し、ヒトグリア腫細胞U87で

のGPR56の発現を確認し、その細胞へ17CC抗体が何らかの作用を示すか検討したところ、U87細胞の遊走を17CC抗体が

抑制することを見出した。一方、GPR56細胞外ドメインをレジンに結合させたアフィニティカラムを用いてリガンドの

探索を行ったところ基底膜プロテオグリカンの一つが候補分子として見つかってきた。その分子のcDNAを発現ベクタ

ーに組込み、哺乳動物細胞および昆虫細胞で発現させGPR56との相互作用等の解析を進めている。Latrophilinに関し

ても発現ベクターの構築を行い、哺乳動物細胞での発現およびLatrophilin細胞外ドメイン発現バキュロウイルスの作

成に成功している。 
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11.研究発表（平成２１年度の研究成果） 
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発 表 者 名 発  表  標  題 
吉田真奈美 Gタンパク質シグナルによるdoublecortinのリン酸化と細胞遊走の解析 
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13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

http://bsw3.naist.jp/itoh/home/index.html 

 
 
 
 


